
岡崎まち育てセンター・りた  

団体会員（年会費 10,000 円） 

個人会員（年会費 3,000 円） 

☆ ご 推 薦 の 団 体 な ど お 心 当 た り が あ り ま し た ら ご 連 絡 く だ さ い 。  

事務局（℡０５６４－６６－８２５１） 

 
民活動支援協議会は市民活動を応援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

りた便り Ｎｏ．３ 

２００６．１２．１ 
岡崎まち育てセンター・りたは、市民活動を応援します。

●ニュース 

小学生から 

水辺広場への 

提案！ 

 平成 20 年秋に開館予定の（仮称）岡崎市図

書館交流プラザの愛称が、市民の投票を経て

『Libra（りぶら）』に決まりました（1310 件

の投票より）。この名前は市民公募によるアイ

ディアで『「Library（図書館）」と「Liberty
（自由）」をかけ、明るく希望のあるイメージ」』

が込められたネーミングです。私たちは、りぶ

らの市民サポーター活動を支援していますが、

11 月 18 日に開催された大交流会では「もっと

多くの岡崎市民にりぶらのことを知ってもら

おう」という機運が高まっていました。

◆  ◆  ◆
 11 月 11 日には、岡崎市北部にある大門河川

緑地の整備計画を考えるワークショップが開

催され、地元の大門小学校の３・４・５年生の

生徒の皆さんから「こんな遊具が欲しい」「こ

んな遊びができるようにしたい」といった熱い

思いのこもった提案が持ち込まれました。今

後、市との協議を経て、市民の思いを河川緑地

の整備計画に反映していきます。

１ 

会員紹介

＜岡崎市子ども会育成者連絡協議会＞ 
 当会は昭和２９年に発足しました。現在は 400
を超える子ども会が登録をしています。我が連絡協

議会では、大小様々な子ども会の活動を推進してい

ます。子ども達の健やかな成長は、家庭・学校・地

域社会全体の願いであります。青少年の健全育成が

強く叫ばれている昨今、子どもを取巻く社会問題が

新聞等に連日のように報道されています。子ども会

は、同じ地域に住む子ども達との遊びや活動を通じ

て、明るく健康な子ども達の成長に健全な活動の一

助となるように努めています。

活動方針として、一つ目は子どもの自主性を尊重

した子ども会を育てよう。二つ目は子ども会活動で

たくましい子どもを育てよう。三つ目は子ども会か

ら地域に温かいふれあいの場を広げよう。この３つ

の申し合わせ事項に基づいています。主な活動とし

ては、球技大会、インリーダー研修会、子ども会大

会などがあります。また、来年１月に小５・６年生

を対象にしたインリーダー研修会を行います。下の

写真は昨年度開催した時のものですが、「君も新し

いお友達を見つけに来ませんか。」

「市民活動支援協議会」から「まち育てセンター」へ！

思いを 

形 に 

２，３ページの特集

記事では、りたＮＰ

Ｏ法人化フォーラム

を報告しています。
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①『岡崎コミュニティデザインリーグ発足！』

 

 日時：１２月１７日（日）13:30～17:00

 場所：２１世紀まちづくり研究所（シビコ６階）

 内容：当日は学生達と一緒に「パネルディスカ

ッション」を予定しています。ぜひ、市

民の皆様の意見をお聞かせ下さい。そし

て、もう一度このまちに元気を取り戻し

ましょう！！

 発表（予定）： 

①人の流れと「市民まつり」

②岡崎公園の景観と歩道橋問題

③学生が育くむまちなか居住

④シビコ再編計画

⑤Libra（りぶら）の市民運営

※まだまだ発表内容が増える予定です。

〒444-2147 岡崎市西蔵前町字季平４５－１ 

岡崎市北部地域交流センター・なごみん内 

岡崎まち育てセンター・りた事務局 

 ☎(0564)66-8251 Fax(0564)45-1521 

事務局

より

４

平成１８年は激変の１年でし

た。来年もガッツ溢れる活動

を展開します。

②大高南学区「まちづくりセミナー」（名古屋） 

 日時：１２月１１日（月）19:00～21:00 
 場所：大高南コミュニティセンター

（名古屋市緑区）

 内容：大高南学区の学習会にて「これからのま

ちづくり、コミュニティ活動」に関する

講義を行います。

専門家派遣情報  …岡崎市外のまち育ても技術的に支援。

①『あったか縁日（岐阜県高山市）』 

 日時：１２月９日（土）

１０日（日）

10:00～16:00 
 場所：高山市役所・全館

 内容：市民活動の交流イベント。ここで開催さ

れる各種イベントの中で「地域とともに

みんなで子育て」と「高山の市民参加ま

ちづくり１０周年記念ワークショップ」

の支援をします。

岡崎まち育て情報  …「りた」は岡崎の中心市街地・康生地区の

再生活動支援をしています。

②『冬だ！祭りだ！みんな集まれ！ 康生の日』

～徳川家康公４６４回目の誕生日を祝う会～ 

 征夷大将軍に任命され江戸幕府を開いた徳川家康公が、

ここ岡崎で生誕したのは 1542 年。そして、今年１２月２

６日で４６４回目の誕生日を迎えます。「厭離穢土 欣求

浄土（おんりえど ごんぐじょうど）」の旗印を掲げ、そ

れを座右の銘とし貫き通しました。家康公の生まれた岡崎

でもう一度、歴史を感じてみませんか？

イベント１ 

『ミステリースポットツアー』 

日時：１２月２６日（火）15:00～

集合場所：シビコ西お買い物広場

武士数名と徳川家康にまつわるス

ポットを巡る！手筒花火も予定！

イベント２ 

『コミュニケーションパーティ』

日時：１２月２６日（火）17:30～

集合場所：シビコ西お買い物広場

昔、親しんだ懐かしい遊び、シシ

汁、お酒で心も体もあったまろ

う！歴史クイズもあるよ。（お箸、

器を持ってきてね）

学生たちが考えた、まちづくり提案を

ぜひ聞きに来てください！！ 


